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   We report a case of bladder hemangioma manifesting bladder tamponade during pregnancy. A 
25-year-old woman at 36 weeks of gestation was admitted with a two-week history of gross hematuria 
and clot retention. Blood hemoglobin concentration was 6.3 g/dl. After blood transfusion and 
Caesarian section, cystoscopy was performed. Bleeding was noticed from a srawberry-like tumor 5 
mm in diameter near the right ureteral orifice, which was easily resected endoscopically. 
Histopathological diagnosis was cavernous hemangioma of the urinary bladder. This is the first 
report of a case of bladder hemangioma during pregnancy. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 46: 483-485, 2000) 
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Fig. 1. Cystoscopy revealed a strawberry-like 
          tumor.
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うこ とに した.濃 厚赤血球800ml輸血 後,帝 王切 開
術 を施行,引 き続いて膀胱鏡 を施行 した.
膀胱鏡 所見:右 尿 管 口後 方に,長 径5mmほ どの
苺状の腫瘍 を認 めた(Fig.1).血管腫が最 も疑われ,
同部位 か らの出血が確認 された.他 に膀胱内に病変 を
認めず,両 側尿管口の観察では血尿 を認めなかった.
腫瘍部位 の止血 にて膀胱内は清明 とな った.つ いで右
RPを 施行 したが,腎 孟 か ら中部尿管 までの拡張 を認
め るほか に,陰 影 欠損 などの異常 は認 め られ なかっ
た.以 上か ら膀胱血管腫 か らの出血 と考 え,同 部位 の
coldcupbiopsyを施行 した.数 度のcoldcupbiopsy
にて腫瘍 は完全 に切除 され,十 分に止血 し,手 術 を終
了 した.
術後経過:術 後 よ り血尿 は消失 した.術 後10日目出
血 と思われる血尿 を認 めたがす ぐに軽快 した.右 水腎
症 は自然消失 し,妊 娠子宮に よる ものであったと思わ
れた.術 後3年 血尿 の再度 を認 めて いない.
病理組織学的所見:病 理組織学的 に腫瘍 は海綿状血









を占め小児 に多い.先 天性 に見 られる もの も多 く,真
性腫瘍 か過誤腫性病変 なのか ははっき りしない1)皮
膚 や粘膜表層 に好発 し,肝 や脾,膵,と きに脳 に も認
め られるが 膀胱血管腫は比較 的稀 な疾患 であ る2).
本邦報告例71例を集計 した南 出らの報告に よる と,性
別で は男女差 な く,ほ ほ半 数が30歳未満に発症す る.
大 きさに関 しては,示 指頭大 までの ものが約60%を占
め る.治 療法 については開放手術 が約70%を占め,経
尿道的手術 は約30%であ る3)Hendryらによれば
膀胱血管腫の深達度 は表在性 が36%,筋層 以上 の深 さ
をもつ ものが64%であ り,止 血が困難であ るため膀胱
部 分 切 除術 が 推 奨 され て きた4)し か し1990年,
Smithらがneodymium:YAGlaserによ り13例の膀
胱血管腫 を加療 し,良 好 な治療成績 をあげたと報告 し
てお り,治 療 法 と して着 目される5)本 症例で はsize
も小 さく表在性 であ り,生 検 鉗子 のみで容易 に切除可
能であった.
妊娠 中の血尿 は,妊 娠中毒症,膀 胱炎,腎 孟腎炎に
よるこ とが多い とされてい る6)妊 娠 中に膀胱腫瘍 が
発見 され ることは比較的稀 であ り,本 邦ではわれわれ
の症例 が10例目と思 われ る(Tablel)7'14)組織学 的
には移行上皮癌が8例,尿 膜管腫瘍が1例 であ り,膀
胱血管腫は本症例が1例 目と思われる.
妊娠 中,循 環血 漿量 は,36週 を ピー クに1,500--
2,000ml増加 す る.ま た血 球成分 も,30週をピーク
と して20%増加す る15)妊娠 中に は胎盤 にお け る血
液の貯留,動 静脈吻合,妊 娠子宮に よる腸骨静脈 の圧
迫,子 宮,卵 巣 静脈 よ りの血 液環流 の増加 などに よ
り,骨 盤 内 静脈 叢 に うっ滞 が お こ る とい われ て い
る16)本症例 にお いて も骨盤 内静脈叢 に うっ滞 を生
じていたと思われ,そ の ため に,非 常 に小 さな血管腫
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